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京都大学附属図書館創立百周年記念式典に際して

輔阪学総長長尾 眞

　京都大学附属図書館創立百周年をお祝い致し

ます，、

京都大学附属図書館は明治32年の発足以来、今

日に到るまでの間に着実な発展をとげて来まし

た。現在学内に60余の部局図書館・図書室をも

ち、合計で564万冊余の図書とぼう大な資料を

有する大図書館となっております。これは東京

大学図書館の754万冊、国立国会図書館の713万

冊に次ぐ日本第3の大図書館であり、誇りとす

べきことと存じます。その活動の規模は、中央

館であるこの附属図書館だけで年問の入館者75

万人、年問の貸出し冊数13万点であり、非常に

よく利用されている図書館であります。また近

年は休日も開館し、学生・研究者はもとより市

民の方々にも利用していただけますし、図書館

間相互貸借制度にも積極的に協力し、年間600

点余を他の図書館に貸出し、また年間2万件の

文献複写サービスを行っております。これらの

外部に対するサービスは年々増加しており、定

員削減の中での限られた図書館員の負担は益々

ふえているのでありますが、国内有数の図書館

としての社会的使命を認識して、サービスに努

めていただいている図書館員の皆様に対し心よ

り感謝致します。

　京都大学図書館は、その創立の時点における

精神が非常にユニークでありました。すなわち、

離議窟図書館創立碍

　　　～

他の大学図書館においては学生を書庫に人れ

ず、学生は教官の講義録をうつし、これを記憶

することに集中していたのに対し、京都大学に

おいては教官は学生に課題を与え、学生を図書

館書庫に自由に人れ、自分で書物や文献をしら

べて課題を解決させるという方法を中心とした

教育をしたのであります。したがって京都大学

図書館は学生の勉強において特に重要な位置を

占めるものでありました。

　今日の大学教育の1つの問題は、学生が学問

に対する積極的な興味をもたず、勉強にやる気

をもたない者がかなりいるという現状にありま

すが、これを解決するためには、学生に課題を

与え問題意識をもたせ、ていねいな少人数教育

を行う必要があると考えます．咋年から始まり

ましたポケットゼミはその1つの試みでありま

すが、ここで教官全てが京都大学創立時の教育

の精神を思い返し、図書館利用を重視した教育
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を行うことが必要でありましょう，、そしてこの

ような教官の努力に呼応した図書館職員のあり

方が求められていると思います。

　この点からは、昨年度から始められた全学共

通科目5伽情報探索人門“は大きな意味をもつも

のであると存じます。これは教官の講義と図書

館員の指導する演習が内容的に1対1に対応して

行われるもので、コンピュータを活用して図書

館情報、データベース情報、インターネット情

報などを検索する技術を教えるとともに、どの

ような情報や知識がどういったところにあって

利川できるのかということを知ることのできる

ものであります。ここで特筆すべきは、演習に

対して附属図書館をはじめとして多くの部局図

書館の職員が積極的に参加してくれていること

であります。1司様の努力は附属図書館や部局図

書館で半日コース程度でも行われております

が、これらは、図書館と図書館職員の重要性を

学内に広く認識してもらい、その地位を高める

ことに役立つとともに、図書館職員自身の研修

にもなるものであり、高く評価されるべき活動

であると存じます、 今日においても我が京都大

学図書館は開放的でありますが、これからの情

報時代においては創立の時の図書館精神を忘れ

ずにより一層の努力をし、その良い特徴をのば

して行っていただきたいと存じます。

　図書館の使命は、言うまでもなく人類の英知

の結晶である書籍を代表とする情報・知識を体

系的に収集し保存することであり、またこれを

全ての人の白由な利用に供することでありま

す。国立国会図書館は納本制度によって国内で

出版された書物は全て納本されることが原則と

なっていますが、その納本の金額の半額を出版

社に還元しているためもあって、予算の面から

全ての出版物を集めることは出来ていないとい

うのが実状であります、イギリスでは納本制度

が口本よりもしっかりしていて、英国図書館だ

けでなく、オクスフォード大学、ケンブリッジ

大学、その他の大学図書館にも納本されること

になっています，、日本の有力図書館が700万冊

程度の蔵書であるのに対し、米国議会図書館は

2700万冊、ハーバード大学図書館は1400万冊、

英国図書館1200万冊、フランス国立図書館1000

万冊といった数字が示すように、世界の先進国

における図書館は充実しており、彼我の差は歴

然としております。日本はもっと図書館に予算

を与え、体系的にしっかりした収書をしてもら

う必要があるのであります。

　京都大学においては全体として年問に約8万

冊の図書を購入していますが、ほとんどは教官

の研究費からそれぞれの教官の研究目的にあっ

た図書を購人しているのであり、図書館として

の立場から購人すべきものがかならずしも購人

されていないのであります。特に京都大学附属

図書館において年問に自由に選書して購入でき

る書物は僅かに3000～4000冊であり、これはLl

本で1年間に出版される書物の10％以下の数字

であります、，これから国際的にも重要な地位を

占めようとする大学としては全く不十分である

といわざるをえません。

　研究者にとっては図書よりもさらに大切なの

は雑誌であります。毎月発行される雑誌には最

先端の研究成果が掲載されるからであります。

京都大学図書館はこれまでの総計として約

68，000種の雑誌類を持っていますが、現在毎年

購入している雑誌類は国内発行誌15，000種、外

国発行誌12，000種であります。しかし雑誌の購

入費は年々高騰しており、限られた予算で購入

できる雑誌の種類は減らしてゆかざるを得ない

という困難に直面しています。これは国立国会

図書館においても同様であり、我が国図書館シ

ステムの最後の砦である国立国会図書館が最近

数千種の雑誌の購入をやめたのはまことに残念

であり寒々とした気持ちにならざるをえませ

ん。しかしこういったことは単に日本だけのこ

とでなく、世界中の図書館の直面している状況

であり、複写サービスや電子図書館のネットワ

ーク等による相互利用などの工夫によって切り

抜けてゆかねばならないでしょう。

　今日の図書館活動においては、紙を媒体とす

る図書資料類とともに電子媒体上の情報を無視

することはできません。最近はFD（フロッピ

ーディスク）やCD（コンパクトディスク）な

どによる出版がふえて来ておりますが、これら

を取り扱うしっかりしたシステムはまだ確立さ

れていません。時代が進むにつれて種々の新し
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い形式の電子媒体が出て来ますし、またどんど

んと小型になってゆき、名刺の大きさよりも小

さいものも出て来ています。情報媒体が小さく

なってゆくのは好ましいことではありますが、

図書館での取り扱いはめんどうになります。こ

ういったことに対する対処がようやくこれから

始まろうとしているところであります。

　電子図書館の構築は文部省の努力によって、

ここ2，3年来ようやく緒についたところであり、

京都大学附属図書館においても特徴のある電子

図書館を建設しつつあることは大変よろこばし

いことであります。この電子図書館はインター

ネットを通じて広く一般社会に公開されていま

すので、最近は1ヶ月問に60～80万件のアクセ

スが国内外から来ており、今後ますます増加す

るものと推定されています。学内向けにはオン

ラインで雑言、志記事索引や外国雑誌目次データベ

ースサービス、さらに35誌ではありますが外国

雑誌が電子ジャーナルでサービスされるなど、

種々の情報が電了一的に便利に利用されていま

す。電子図書館は今後ますます重要性を増して

ゆくものと考えられますが、国の財政難から数

ヵ所の国立大学に設置されている現状以一ヒには

当面増設されないという状況でありますから、

これらの電子図書館は開かれたものとしてより

一層の内容の充実と出来るだけ広い範囲へのサ

ービスを心がけねばなりません，、

　インターネット上0）情報をどう取り扱うかと

いうことは、これからの図書館にとって重要か

つ深刻な問題であります。インターネット 上に

は文書情報だけでなく、数値情報や表形式の情

報などのいわゆるデータベース情報、図や写真、

映像情報、演説などの音声情報や音楽などもあ

り、これらが総合的に取り扱われたマルチメデ

ィア情報表現をなしております。こういった情

報はぼう大でどのような日的にも利川できる可

能性をもっているわけですが、　プ∫ではあまり

にもぼう大すぎ、また多様であるために、利用

者が明確な目的を持ち、しっかりした検索の手

段をもたないかぎり、人々を混乱に落とし人れ

たり、また絶望を感じさせることにもなるでし

ょう。

　 ・方、情報を探索するときには意外性に注目

し、これを楽しむという余裕のある態度が大切

であります．こんな情報があったσ）かという予

想しなかった’拝柄を評価し、取りLげることが

できねばその人の世界は広がりません、 したが

って自分の設計にしたがった情報の取得のみな

らず、いわば遊び心をももって情報に接し自分

の世界を広げてゆくという形で、調和のとれた

検索、図書館利川をする1ドを心がけることが大

切でしょう。そういった態度でインターネット

情報の活用に習熟してゆくことは、　・般利用者

だけでなく図書館職員にとっても大切なことで

あります。

　インターネットLO）情報は多くは紙には印刷

されず、また常に更新されていますので、ノk久

保存という観点から問題は深刻であります、人

類の知的財産を永久保存するという、Z場からは

意味のある情報を選別し、苫作権者の承認をえ

て保存するということが必要ですが、これは現

在全く見通しがえられておりません。また電子

的な記憶装置といえども有限であり、日に口に

創造される情報を全て保存することはほとんど

不可能となりつつあります、、この問題をどうす

ればよいかは、国立国会図書館を中心として、

我々大学図書館も加わって検討し、将来の方向

性を出してゆくべき事柄であると存じます。

　さて次の百年にむけて、京都大学図書館は何

を考えねばならないかという課題は重要であり

ます。多くの方がそれぞれに考え、これを持ち

よって検討して、長期的な目標をかかげる必要

があるでしょう。不十分ですが思いつくままに
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ならべてみますと、次のように多くの課題が存

在します。

1）図書館スペースの拡張：閲覧室の拡張とと

　　もに、書庫スペースの拡大が急がれる。

2）学習図書館と研究図書館への整備：総合人

　　間学部の図書館のスペースを少なくとも4

　　～5倍に拡大し、主として学部学生のため

　　の学習図書館とすることが望まれる。また

　　60余りある部局図書館を数個の分野図書館

　　に統合し、これからの学際的研究にも対応

　　できるようにする必要があるだろう。

3）24時問開館二米国の主要な大学の図書館で

　　24時間開館しているものが幾つもある。京

　　都大学でも学生・研究者にとって図書館が

　　いつでも利用できる頼りがいのある場所と

　　なることが必要であろう。

4）図書館経費の抜本的増額ニハーバード大学

　　などに負けない図書館とするためには現在

　　の大学全体の図書資料購入費を数倍に拡大

　　し、附属図書館が体系的に購入するシステ

　　ムが必要となるだろう。またそれに対応し

　　て図書館員の増員が必要となる。

5）電子図書館の充実二図書館の所蔵している

　　図書資料を順次電子化してゆくとともに、

　　大学内で創造される研究者の論文や資料・

　　データ、その他の大学情報をできるだけイ

　　ンターネットに接続された電子図書館に入

　　れ保存・活用することが必要である。また

　　図書館が研究者の依頼をうけて電子情報取

　　得の代行業務をすることも検討すべきかも

　　しれない。

6〉総合情報センターへの脱皮二図書館が広く

　　あらゆる情報を収集・保存し利用に供する

　　センターであり、教育研究に深くかかわっ

　てゆくものであるとすれば、総合情報メデ

　　ィァセンターや大型計算機センターとどの

　ように連携協力し、また場合によってはど

　のような形で統合した組織となってゆくの

　が良いかを、研究者、学生の立場にたって

　検討することが必要だろう。

7）学生、研究者に対する図書館員の積極的な

　かかわり：図書館の自動化、電子図書館化

　が進むにしたがって、図書館職員の仕事の

　重点は参考業務や情報探索への支援や教育

　の方向に移ってゆくだろう。学問分野に対

　応した専門性の高い司書の養成、さらにそ

　　ういった職員と教官との密接なネットワー

　　クを作ってゆく必要があるだろう。人類の

　知的財産の多くは研究者の頭脳の中に存在

　　しているからである。

8）世界の図書館との連携ニコンピュータネッ

　　トワークが発達すると、当然世界中の図書

　　館が連携するような時代がくるだろう。そ

　　の第！ステップとして、たとえばカリフォ

　　ルニア大学連合の図書館と協定を結び、相

　　互利用を活発化するといった努力が必要に

　　なると考えられる。

　　　これらの課題は一朝一夕に実現できるも

　　のではありませんが、目標をはっきりと持

　　ち不断の努力をしてゆけば、いつかは実現

　　できるものと考えます。

　　　京都大学附属図書館の百年をふりかえ

　　り、これを将来へむかってのエネルギーと

　　していただきたく、少し乱暴な事を申し述

　　べました。これからの附属図書館の発展を

　　念じまして、お祝いの言葉といたします。

　　　　　　　　　　　　（ながお　まこと）
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